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六
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二
〇
一
三
年

は
じ
め
に

　

近
世
に
お
け
る
仏
教
は
辻
善
之
助
氏
が
〈
仏
教
の
堕
落
〉
と
批
判
（
1
）さ

れ
て
以
来
、
幕
藩
体
制
下
に

お
か
れ
た
寺
請
制
度
の
弊
害
が
顕
著
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
に
な
っ
て
辻
善
之
助
氏
に
反
論
す

る
向
き
も
増
え
て
き
た
が
一
般
論
と
し
て
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
本
論
文
で
取
り
上
げ

る
の
は
、
真
言
宗
の
中
で
も
特
に
高
野
山
・
仁
和
寺
を
本
山
と
す
る
古
義
派
で
あ
る
が
、
近
世
期
に

お
け
る
高
野
山
の
状
況
に
つ
い
て
、
宮
坂
宥
勝
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

江
戸
三
百
年
に
お
よ
ぶ
学
侶
行
人
の
権
力
斗
争
は
、
近
世
高
野
山
教
学
を
堕
落
衰
微
さ
せ
た
大

き
な
原
因
で
あ
っ
た
。
学
侶
行
人
の
軋
轢
斗
争
は
、
も
と
よ
り
民
衆
生
活
の
向
上
と
社
会
の
発

展
に
何
ら
の
関
わ
り
あ
い
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
斗
争
を
よ
そ
に

近
世
市
民
文
化
の
余
波
は
、
高
野
山
に
も
及
び
、
社
会
的
文
化
的
な
面
に
お
い
て
山
内
の
近
世

的
変
貌
を
せ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
江
戸
時
代
の
文
化
に
一
般
的
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
密
教
家
と
し
て
、
契
沖
、
浄
厳
、
慈
雲
に
指
を
屈
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
三
人
は
一
度
は
高
野
山
に
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
び
と
で
あ
り
、
後
、
高
野
山
を

離
れ
て
終
生
、
在
野
の
立
場
に
立
ち
、
大
寺
本
山
と
無
関
係
に
自
主
独
往
の
活
動
を
つ
づ
け
た

点
で
も
共
通
し
て
い
る
（
2
）。

　

氏
は
辻
善
之
助
氏
同
様
、
近
世
を
〈
仏
教
堕
落
〉
の
時
代
と
捉
え
て
高
野
山
の
権
力
斗
争
を
批
判

し
て
い
る
。
氏
の
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
堕
落
し
た
高
野
山
か
ら
下
野
し
た
契
沖
、
浄
厳
、
慈
雲
ら

が
近
世
の
真
言
古
義
派
を
支
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
近
世
の
仏
教
家
た
ち
は
特

に
民
衆
教
化
に
力
を
注
い
だ
。
鈴
木
正
三
、
浅
井
了
意
ら
が
唱
導
物
や
鼓
吹
物
を
著
し
た
が
、
そ
れ

ら
は
近
世
に
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
出
版
文
化
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
板
本
が
流
通
す
る
こ

と
で
、
近
世
の
仏
教
家
と
、
そ
れ
以
前
と
で
は
、
想
定
す
る
読
者
が
劇
的
に
変
化
し
た
。
そ
れ
ま
で

ご
く
一
部
の
者
た
ち
に
し
か
語
り
得
な
か
っ
た
仏
説
が
板
本
を
通
し
て
あ
ま
ね
く
流
布
し
た
の
で
あ

る
。
宮
坂
氏
が
挙
げ
た
三
者
の
ひ
と
り
、
浄
厳
も
多
く
の
仏
書
を
著
し
、
ま
た
刊
行
し
て
い
る
。
浄

厳
の
著
し
た
『
弁
惑
指
南
』
は
仮
名
文
で
あ
り
、
当
時
の
仏
教
界
に
問
題
意
識
を
投
げ
か
け
た
一
書

で
あ
っ
た
。
本
書
で
浄
厳
は
他
宗
派
、
特
に
禅
宗
を
強
烈
に
批
判
し
た
が
、
空
海
以
後
日
本
に
伝
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子

わ
っ
た
禅
宗
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
こ
の
当
時
ま
だ
真
言
宗
内
部
に
於
い
て
手
薄
で
あ
っ
た
（
3
）。

民
衆

教
化
の
深
化
と
仏
教
堕
落
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
近
世
の
仏
教
は―

―

変
化
変
容
に
適
応
す
べ
く

―
―

客
観
的
に
は
〈
堕
落
〉
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
が
〈
衰
微
〉
は
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
高
野
山
は
近
世
、
権
力
斗
争
に
明
け
暮
れ
〈
堕
落
〉
し
た
と
言
わ
れ
る
が
一
方
で
俗
界
と

深
く
交
わ
っ
て
新
し
い
〈
高
野
山
〉
を―

―

一
応
と
は
言
え―

―

確
立
し
て
い
る
。
高
野
詣
で
が
庶

民
に
ま
で
広
ま
っ
た
の
は
近
世
で
あ
る
。
高
野
山
は
新
境
地
に
臨
ん
で
相
応
し
い
変
化
を
遂
げ
て
活

性
化
し
え
た
。
ま
た
一
方
で
、
た
と
え
ば
浄
厳
に
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
肥
前
国
曹
洞
宗
の
禅
僧
・

玄
光
は
、
漢
訳
に
固
執
し
て
仮
名
に
よ
り
平
易
な
教
え
を
説
く
こ
と
を
是
と
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の

よ
う
な
考
え
が
興
る
の
も
、
し
か
し
ま
た
、
近
世
に
お
い
て
大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
仏

教
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
を
各
々
の
仏
教
家
が
恒
に
考

え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
思
索
を
や
め
よ
う
と
せ
ず
、
文
言
を
残
し
続
け
る
べ
く
切
磋
琢
磨
す
る

の
は
、
思
想
家
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
の
一
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
民
衆
教
化
の
実
践
を
伴
う
の
は
宗

教
家
と
し
て
、
理
想
の
一
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
近
世
は
必
ず
し
も
仏
教
〈
衰
微
〉
の
時
代
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〈
変

化
〉
と
〈
適
応
〉
の
時
代
で
あ
っ
た
。
特
に
前
期
は
過
渡
期
で
あ
っ
て
、
仏
教
は
多
方
面
か
ら
の
刺

激
を
受
け
合
い
な
が
ら
向
上
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
の
浄
厳
ら
、
新
し
い
宗
教
家
の
誕
生
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
部
で
主
に
活
躍
し
た
契
沖
、
浄
厳
、
慈
雲
ら
に
つ
い
て
の
言
及
は
近
世
前

期
の
真
言
密
教
研
究
に
お
い
て
散
見
し
う
る
が
、
地
方
に
目
を
向
け
る
向
き
は
少
な
い
。
地
方
に
お

け
る
民
衆
教
化
は―

―

檀
家
と
寺
の
つ
な
が
り
が
都
市
部
よ
り
も
緊
密
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た

め―
―

都
市
部
よ
り
も
一
層
盛
ん
で
あ
っ
た
と
推
測
し
う
る
が
、
具
体
的
な
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
近
世
と
出
版
文
化
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
が
、
地
方
に
お
い
て
は

ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。

[

キ
ー
ワ
ー
ド]
近
世
前
期
仏
教
／
出
版
文
化
／
仮
名
法
語
／
普
寧
／
真
言
古
義
派

＊
平
成
二
十
一
年
度
生　

比
較
社
会
文
化
学
専
攻

３－１



木
村　

近
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前
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お
け
る
地
方
在
住
僧
侶
の
出
版
活
動

　

以
上
を
念
頭
に
置
い
て
、
今
、
本
論
文
で
特
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
前
述
の
浄
厳
に
師
事
し
た
肥

前
出
身
の
真
言
宗
律
師
・
普
寧
で
あ
る
。
彼
に
焦
点
を
当
て
て
、
近
世
前
期
に
お
け
る
地
方
在
住
僧

侶
の
活
動
を
考
察
し
た
い
。

第
一
章　

普
寧
の
伝
記

　

普
寧
に
つ
い
て
の
伝
記
は
殆
ど
な
い
が
、『
国
書
人
名
辞
典
』
に
は
左
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

普
寧　

ふ
ね
い
　

僧
侶
（
真
言
）　

〔
生
没
〕
生
没
年
未
詳
。
江
戸
時
代
前
期
の
人
。〔
名
号
〕
法
諱
、

普
寧
。
字
、
周
観
。〔
経
歴
〕
浄
厳
の
弟
子
。
肥
前
長
崎
稲
佐
山
宝
寿
院
に
住
す
。
律
師
。
悉

曇
の
学
を
修
め
、
の
ち
自
ら
講
じ
た
。
普
寧
・
周
観
を
別
人
と
す
る
説
も
あ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
伝
記
の
再
検
討
を
試
み
た
い
。

　

ま
ず
、
普
寧
の
生
年
に
つ
い
て
、『
国
書
人
名
辞
典
』
に
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
菩
提
心
論

賛
玄
記
』（
正
徳
四
年
跋
）
に
、「
正
徳
四
龍
集
甲
午
載
六
月
二
十
五
日
欽
書
肥
之
前
州
杵
島
郡
稲
佐

山

芻
普
寧
四

十

六
載

」
（
4
）と

あ
り
、
ま
た
、『
吽
字
義
顕
玄
記
』（
正
徳
五
年
跋
）
に
「
普
寧
四
十
七
歳
（
5
）」

と

あ
る
か
ら
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
を
生
年
と
推
定
で
き
る
。

　

寛
文
九
年
出
生
の
普
寧
が
仏
門
に
入
っ
た
時
期
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
享
保
四
年
の
『
阿

字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
序
に
「
愚
老
曾
テ
阿
字
ノ
名
林
ヲ
聞
キ
シ
ヨ
リ
以
来
タ
三
十
有
七
年
、
漸
ク

彼
レ
無
過
上
味
タ
ル
コ
ト
ヲ
識
レ
リ
（
6
）」

と
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
普
寧
五
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
十
四

の
年
に
は
仏
門
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
普
寧
は
生
国
の
肥
前
国
（
7
）

稲
佐
山
宝
寿
院
で
修

行
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
国
書
人
名
辞
典
』
に
稲
佐
山
を
〈
長
崎
〉
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
っ
て
（
8
）、

こ
の
稲
佐
山
は
現
在
の
佐
賀
県
杵
島
郡
に
あ
る
〈
稲
佐
神
社
〉
を
指
す
。
稲
佐
神
社
は
古
く
『
三
代

実
録
』
に
も
記
さ
れ
た
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
聖
地
で
あ
り
（
9
）、

稲
佐
山
泰
平
寺
は
明
治
に
神
仏
分
離
令

が
あ
っ
て
廃
仏
毀
釈
が
起
こ
る
ま
で
続
い
た
）
10
（

。
近
世
当
時
に
は
参
道
に
沿
っ
て
稲
佐
十
六
坊
と
称
さ

れ
る
寺
坊
が
軒
を
連
ね
て
い
た
が
、
現
存
す
る
の
は
そ
の
内
の
三
坊
の
み
で
あ
る
。
普
寧
が
い
た
宝

寿
院
は
こ
の
十
六
坊
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
参
道
を
少
し
脇
に
外
れ
た
と
こ
ろ
に
宝
寿
院
は
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
普
寧
が
住
侶
し
て
い
た
と
き
は
だ
い
ぶ
栄
え
た
寺
坊
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

肥
前
国
稲
佐
山
宝
寿
院
で
修
行
し
て
い
た
普
寧
が
い
つ
江
戸
に
下
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
年

代
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
体
玄
記
』
序
文
に
、

「
貧
道
若
少
シ
之
日
。
東
游
シ
テ
錫
ヲ
密
林
ノ
下
ニ
駐
メ
。
幸
ヒ
ニ
鎮
護
ノ
創
講
ヲ
聞
ナ
リ
。」）
11
（

と
い

う
文
言
に
注
目
し
た
い
。

　

蓮
体
が
ま
と
め
た
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
に
は
、

同
閏
（
マ
マ
）

八
月
廿
二
日
、
湯
島
ノ
地
三
千
五
百
坪
ヲ
賜
フ
。
宝
林
山
霊
雲
寺
ト
号
ス
。
金
三
百
両

ヲ
賜
テ
精
舎
ヲ
建
ツ
。
諸
人
歓
喜
シ
テ
縄
橋

（
稿
）

ヲ
施
シ
土
ヲ
運
ヒ
地
ヲ
築
ク
コ
ト
日
ニ
数
百
千

人
、
諸
人
子
ノ
如
ク
ニ
来
リ
集
テ
不
日
ニ
シ
テ
寺
成
、
世
人
驚
歎
セ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。（
中

略
）
二

＊
元
禄
五
年月

二
日
、
般
若
心
経
秘
鍵
ヲ
講
シ
、
同
十
八
日
ヨ
リ
盂
蘭
盆
経
ノ
疎
新
記
ヲ
講
ス
。）
12
（

　

と
記
さ
れ
て
い
る
。
浄
厳
は
元
禄
四
年
、
柳
沢
吉
保
推
挙
に
よ
り
徳
川
綱
吉
の
庇
護
を
得
て
湯
島

の
地
を
下
賜
さ
れ
、
そ
こ
に
宝
林
山
霊
雲
寺
を
開
山
し
た
。
霊
雲
寺
は
「
江
戸
城
鎮
護
の
御
朱
印
寺

と
し
て
、
ま
た
庶
民
教
化
の
寺
と
し
て
）
13
（

」
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
う
。
浄
厳
の
講
義
記
録

は
蓮
体
が
よ
く
ま
と
め
て
い
る
が
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
講
義
は
全
部
で
六
回
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
回
が
右
の
記
録
で
あ
る
。「
鎮
護
の
創
講
」
を
国
家
鎮
護
の
た
め
の
霊
雲
寺
で
の
講

義
と
す
る
と
、
元
禄
五
年
、
普
寧
は
二
十
四
歳
で
こ
の
講
義
を
聴
い
た
と
推
測
し
う
る
。
浄
厳
の
も

と
を
い
つ
辞
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
序
末
に
は
「
　

享
保
四
龍

集
己
亥　

六
月
廿
七
日
書
二

于
肥
之
前
州
杵
島
郡
稲
佐
山
宝
寿
密
刹
奉
菩
薩
戒

芻
普
寧　

五
十
一

載　

夏
臘
廿
五

」
）
14
（

と
記
す
。
夏
臘
廿
五
と
あ
る
か
ら
、
伝
法
灌
頂
は
二
十
六
歳
の
頃
か
。
普
寧
二
十
六
歳
の

元
禄
七
年
に
は
浄
厳
は
伝
法
灌
頂
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
元
禄
六
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
月
八

日
の
間
に
霊
雲
寺
で
行
じ
ら
れ
た
伝
法
灌
頂
に
於
い
て
受
戒
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
）
15
（

。

　

確
認
し
う
る
最
初
期
の
著
作
『
悉
曇
字
記
捷
覧
』
が
著
さ
れ
た
元
禄
十
二
年
ご
ろ
、
普
寧
は
肥
前

に
帰
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
16
（

。
同
年
執
筆
の
『
群
疑
評
釈
集
』
は
、
師
・
浄
厳
が
著
し
た
仮
名
法
語
『
弁

惑
指
南
』（
元
禄
四
年
刊
）
を
批
判
し
て
玄
光
が
著
し
た
『
弁
弁
惑
指
南
』（
刊
記
不
明
）
を
破
斥
し

た
一
書
で
あ
る
が
、
普
寧
が
大
坂
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
後
序
か
ら
分
か
る
）
17
（

。

　

普
寧
の
出
版
執
筆
活
動
は
元
禄
十
二
年
に
端
を
発
し
て
、
享
保
十
八
年
ま
で
続
い
た
。
左
に
現
在

確
認
し
う
る
著
作
一
覧
を
載
せ
る
。

一
、『
悉
曇
字
記
捷
覧
』（
元
禄
十
二
年
）
周
観
の
名
で
刊
行
さ
れ
る
。
板
元
は
林
庄
五
郎
。

一
、『
群
疑
評
釈
集
』（
元
禄
十
二
年
）
板
元
は
未
詳
。
同
年
の
刊
記
で
も
後
序
を
有
す
る
も
の
と

有
さ
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

一
、『
大
乗
起
信
論
懸
譚
鼇
編
』（
宝
永
七
年
・
正
徳
五
年
）
宝
永
三
年
の
跋
文
か
ら
鑑
み
る
に
、

執
筆
か
ら
刊
行
ま
で
若
干
間
が
開
い
た
ら
し
い
。
宝
永
七
年
に
凡
例
の
み
の
一
巻
一
冊
本
が
林
庄

五
郎
の
も
と
か
ら
刊
行
さ
れ
、
更
に
、
正
徳
五
年
、
凡
例
を
含
む
五
巻
六
冊
本
が
柊
屋
伝
兵
衛
以

下
七
名
の
板
元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

一
、『
悉
曇
字
母
表
捷
径
』（
正
徳
三
年
）
板
元
は
林
庄
五
郎
。

一
、『
皎
然
受
報
集
』（
正
徳
四
年
）
板
元
は
浪
華
書
林
と
記
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
は
未
詳
）
18
（

。

一
、『
般
若
心
経
秘
鍵
体
玄
記
』（
正
徳
四
年
）
板
元
は
村
上
勘
兵
衛
・
前
川
茂
右
衛
門
。
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人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
六
巻　

二
〇
一
三
年

一
、『
菩
提
心
論
賛
玄
記
』（
正
徳
四
年
）
板
元
は
前
川
権
右
衛
門
か
）
19
（

。

一
、『
吽
字
義
顕
玄
記
』（
正
徳
五
年
）
板
元
は
村
上
勘
兵
衛
・
前
川
茂
右
衛
門
。

一
、『
辨
顕
密
二
教
論
闡
玄
記
』（
正
徳
六
年
）
未
見
。

一
、『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』（
享
保
四
年
）
普
寧
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
草
稿
が
残
る
）
20
（

。
未
刊
行

か
。

一
、『
悉
曇
字
母
表
捷
覧
』（
享
保
十
一
年
）
板
元
は
永
田
調
兵
衛
。

一
、『
悉
曇
釈
疑
集
』（
享
保
十
一
年
）
板
元
は
伊
丹
屋
新
七
。

一
、『
声
字
義
顕
体
記
』（
享
保
十
八
年
）
開
板
人
は
普
寧
。
支
配
は
伊
丹
屋
新
七
。

　

特
に
正
徳
年
間
の
活
動
が
精
力
的
で
あ
る
が
、
享
保
四
年
の
『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
以
後
、

七
年
の
空
白
が
あ
る
の
は
お
そ
ら
く
享
保
五
年
の
稲
佐
山
泰
平
寺
の
焼
失
が
原
因
だ
ろ
う
。
泰
平
寺

の
略
縁
記
に
拠
れ
ば
、
享
保
五
年
の
火
災
で
神
殿
を
は
じ
め
と
す
る
殆
ど
の
建
造
物
が
焼
失
し
た
。

当
時
宝
寿
院
の
住
職
で
あ
っ
た
普
寧
（
恵
眼
比
丘
）
の
発
願
に
よ
り
、
数
年
の
う
ち
に
本
殿
・
神
門
・

鐘
塔
・
大
師
堂
が
享
保
九
年
ま
で
に
再
建
さ
れ
た
。『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
に
は
多
く
推
敲
の

後
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
行
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
翌
年
の
火
災
ゆ
え
だ
ろ
う
。
本
書
は
『
皎
然

受
報
集
』
に
つ
づ
い
て
著
さ
れ
た
仮
名
法
語
で
あ
る
が
、
結
局
、
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

序
に
、
享
保
四
年
、「
今
春
、
四
種
ノ
灌
頂
ヲ
修
行
ス
。
授
法
ノ
者
ノ
三
十
余
」
と
あ
っ
て
、
宝
寿

院
で
の
普
寧
の
活
動
が
偲
ば
れ
る
。
泰
平
寺
の
再
建
が
落
ち
着
い
た
と
思
わ
れ
る
享
保
十
一
年
か
ら

再
び
著
作
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
が
、
三
書
に
と
ど
ま
っ
た
。
稲
佐
神
社
に
現
存
す
る
普
寧
の
墓
（
宝

寿
院
住
職
恵
眼
比
丘
）
か
ら
、
没
年
は
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
一
月
三
十
日
と
推
定
で
き
る
。
以

上
、
普
寧
の
伝
記
の
再
検
討
と
し
て
、
確
認
し
て
お
く
。

第
二
章　

普
寧
周
観
別
人
説
の
再
検
討

　

と
こ
ろ
で
、
普
寧
に
つ
い
て
は
『
国
書
人
名
辞
典
』
よ
り
先
に
石
村
喜
英
氏
に
よ
り
伝
記
の
紹
介

が
さ
れ
て
い
る
。『
国
書
人
名
辞
典
』
に
あ
る
〈
普
寧
周
観
別
人
説
〉
は
石
村
氏
の
記
述
に
依
拠
し

て
い
よ
う
。
左
に
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

　

周
観
（
一
六
九
八
前
後
）
は
肥
前
（
長
崎
県
）
長
崎
の
稲
佐
山
宝
寿
院
の
住
侶
で
、『
字

記
捷
覧
』
二
巻
（
刊
本
一
冊
、
筆
者
蔵
）
の
著
作
が
あ
る
。
本
書
の
巻
末
跋
に
よ
る
と
、
お

そ
ら
く
高
野
山
で
あ
ろ
う
か
、「
夙
に
笈
を
東
境
に
負
い
、
法
を
師
の
所
に
温
ね
し
日
、
幸

い
に
講
筵
に
在
り
云
云

」
と
あ
る
の
で
、
修
学
に
出
て
悉
曇
の
学
習
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
郷
国
宝
寿
院
に
帰
山
し
、
求
め
に
応
じ
て
悉
曇
を
講
ず
る
こ
と
三
十
席
、
さ
ら
に
需
め

に
応
じ
て
梓
に
付
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
刊
記
に
「
元
禄
十
二
己
卯

年
三
月

吉
日
、
林
庄
五
郎
板
行
」
と
あ
り
、
ま
た
跋
文
末
尾
に
、

元
禄
十
一
歳
次
二

戊
寅
一

十
二
月
十
一
有
二
蓂
。

肥
之
前
州
稲
佐
山
宝
壽
院
蘭
若
奉
二

菩
薩
戒
一

。

　
　
　
　
　

小
苾
蒭
周
観
欽
識　

印　

印

と
記
さ
れ
る
。
文
字
ど
お
り
『
字
記
』
の
註
釈
書
で
あ
る
が
、
内
容
は
と
り
わ
け
真
新
し
い

も
の
で
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
多
く
触
れ
な
い
こ原

文

マ

マ

と
す
る
。
ま
た
周
観
に
は
『
悉
曇
字
母
表

便
覧
』
一
巻
も
あ
り
（
刊
本
一
冊
、
筆
者
蔵
）
巻
尾
に
、

　
　
　

享
保
四
年
亥

初
秋

　
　
　
　
　
　

平
安
城　

書
肆　

林
庄
五
郎
開
板
、

と
あ
っ
て
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
七
月
の
開
板
で
あ
っ
た
。
内
容
は
『
一
行
禅
師
字
母

表
』
に
註
解
を
加
え
た
も
の
で
、
一
行
禅
師
の
伝
歴
に
は
じ
ま
り
、
主
要
な
字
句
、
た
と
え
ば

字
母
、
不
生
、
寂
静
、
根
、
災
禍
な
ど
多
数
の
語
句
を
列
挙
し
、
一
つ
一
つ
解
明
を
行
な
っ
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
周
観
が
長
崎
と
い
う
地
方
避
遠
の
地
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
研
究
を

の
こ
し
た
点
に
は
注
目
し
て
よ
い
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。

　

普
寧
（
正
徳
、
享
保
時
代
、
一
七
〇
〇
年
代
）
の
伝
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
浄
厳
の
弟
子
と

な
っ
て
お
り
、
前
記
周
観
と
同
じ
長
崎
宝
寿
院
の
住
侶
で
、
両
者
の
関
係
交
渉
は
深
か
っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
普
寧
に
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
十
一
月
刊
行
の
『
悉
曇
字
母
表
捷
径
』

一
巻
が
あ
り
（
筆
者
蔵
）、
跋
に
、

　
　
　
　
　

正
徳
三
癸
巳
載
十
一
月
七
日
肥
前
稲
佐
山
宝
寿
密
院

芻
普
寧
識
、

　
　
　
　
　

平
安
城　

書
肆　

林
庄
五
郎
開
板
、

と
見
え
る
の
で
、
そ
の
お
よ
そ
の
年
代
、
ま
た
長
崎
宝
寿
院
に
住
し
た
事
実
も
明
ら
か
で
あ

る
。
普
寧
は
さ
ら
に
『
悉
曇
字
母
表
捷
覧
』
一
巻
も
あ
る
（
筆
者
刊
本
蔵
）。
本
書
刊
本
末
尾

の
跋
に
、

享
保
十
一
龍
集
丙
午
歳
六
月
廿
七
日
。
頌
レ

科
冠
二

註
之
一

者
也
、
普
寧　

印　

印

と
あ
っ
て
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
六
月
の
刊
行
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
『
一
行
禅
師
字
母
表
』

に
註
解
を
加
え
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
前
者
の
改
訂
板
と
思
わ
れ
る
）
21
（

。

　

今
長
く
引
用
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
普
寧
周
観
は
同
一
人
物
で
あ
る
。

ま
ず
、『
享
保
十
四
年
書
籍
目
録
』
中
、〔
真
言
宗
〕
の
項
に
、

　
　

同
闡
玄
記　
　
　
　

普
寧

三
、
菩
提
心
論
体
玄
記　

同

３－３



木
村　

近
世
前
期
に
お
け
る
地
方
在
住
僧
侶
の
出
版
活
動

二
、
吽
字
義
体
玄
記　
　

同

…
…
中
略
…
…

二
、
悉
曇
字
記
捷
覧
首
書　

普
寧

…
…
中
略
…
…

一
、
同
字
母
表
便
覧　
　

義
観
）
22
（

と
あ
っ
て
、『
悉
曇
字
記
捷
覧
』
が
普
寧
筆
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
疑
い
な
い
。『
享
保
十
四

年
書
籍
目
録
』
の
板
元
は
永
田
調
兵
衛
で
あ
る
が
、
こ
の
書
肆
は
普
寧
の
著
作
刊
行
に
携
わ
っ
て
い

る
か
ら
、
本
記
載
は
十
分
に
信
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
悉
曇
釈
疑
集
』（
享
保
十
二
年
刊
）

に
は
「
少
リ
シ
日
、
輒
ク
字
記
ノ
科
ヲ
著
ハ
シ
テ
捷
覧
ト
名
ク
ナ
リ
）
23
（

」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
普
寧
自

身
が
『
悉
曇
字
記
捷
覧
』
の
作
者
を
自
分
だ
と
明
記
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
更
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
石
村
氏
が
周
観
の
作
と
さ
れ
る
『
悉
曇
字

母
表
便
覧
』
で
あ
る
。
前
述
の
『
享
保
十
四
年
書
籍
目
録
』
に
、
本
書
の
作
者
は
〈
義
観
〉
と
あ
る
。

義
観
に
つ
い
て
『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
に
は
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

グ
ゲ
ン
）
24
（

　

弘
現　

二
四
七
八

二
五
三
八　

〔
新
義
真
言
宗
〕
山
城
智
積
院
第
四
十
代
な
り
、
弘
現
字
は
義
観
、

俗
姓
は
藤
原
氏
、
佐
渡
羽
茂
郡
大
杉
村
の
人
な
り
…
…
中
略
…
…
著
作
悉
曇
字
母
表
便
覧
一

巻
、
十
巻
章
私
記
若
干
書
あ
り
、（
新
義
真
言
宗
史
料
）
25
（

）

　

弘
現
（
一
八
一
八
〜
一
八
七
八
）
は
享
保
十
四
年
よ
り
も
後
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
書
籍
目

録
の
義
観
と
は
明
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
弘
現
が
『
悉
曇
字
母
表
便
覧
』
を
著
し
た
と
す

る
記
述
は
弘
現
の
字
が
義
観
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
『
悉
曇
字
母
表
便
覧
』
の
義
観
と
の
混
同
が

明
治
期
に
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
『
悉
曇
字
母
表
便
覧
』
が
義
観
の
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
裏
付
け
る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
通
り
、
本
書
籍
目
録
に
は
一
応
の
信
頼

が
置
け
る
か
ら
、
こ
れ
が
普
寧
と
義
観
を
混
同
し
た
と
も
考
え
に
く
い
の
で
、
本
書
を
第
三
の
人
物

〈
義
観
〉
の
作
と
推
察
し
得
る
の
で
、『
悉
曇
字
母
表
便
覧
』
は
普
寧
の
著
作
と
は
考
え
に
く
い
。
管

見
の
板
本
に
は
署
名
は
な
く
、
ま
た
、
印
は
押
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
の
普
寧
の
印
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
再
考
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
提
言
し
た
い
。

第
三
章　

普
寧
の
執
筆
活
動

　

普
寧
周
観
は
同
一
人
物
で
あ
る
が
、
石
村
氏
の
述
べ
ら
れ
た
「
周
観
が
長
崎
と
い
う
地
方
避
遠
の

地
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
研
究
を
の
こ
し
た
点
に
は
注
目
し
て
よ
い
も
の
も
認
め
ら
れ
る
」
と
の
言

い
は
興
味
深
い
。
実
際
は
長
崎
よ
り
も
よ
ほ
ど
避
遠
な
土
地
で
あ
る
肥
前
国
杵
島
郡
に
お
い
て
、
普

寧
が
京
坂
の
書
林
と
交
流
を
持
っ
て
執
筆
と
刊
行
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
な
る
ほ

ど
、
一
驚
に
値
す
る
。

　

普
寧
は
肥
前
に
あ
っ
て
確
認
し
う
る
限
り
十
三
冊
の
仏
書
執
筆
を
手
が
け
、
う
ち
、
十
二
冊
を
刊

行
し
た
。
板
元
は
い
ず
れ
も
京
坂
の
書
林
で
あ
る
。
浄
厳
の
影
響
を
色
濃
く
受
け̶

̶

同
時
代
の
蓮

体
が
や
は
り
浄
厳
の
影
響
か
ら
仮
名
法
語
と
し
て
『
観
音
冥
応
集
』、『
礦
石
集
』、『
真
言
開
庫
集
』

な
ど
著
し
た
の
に
比
べ
る
と
多
分
に
見
劣
り
は
す
る
し
、
ま
た
、
聊
か
学
者
ら
し
さ
が
前
面
に
押
し

出
さ
れ
て
い
る
が̶

̶

仮
名
法
語
を
二
書
著
し
た
。
こ
れ
は
上
田
霊
城
氏
が
「
近
世
の
庶
民
仏
教
家

に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
庶
民
向
け
の
刊
行
物
は
す
べ
て
、
意
識
的
に
仮
名
文
で
書
か
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
）
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（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
。

　

『
皎
然
受
報
集
』
の
序
に
は
「
我
久
シ
ク
生
郷
ニ
在
テ
。
数
載
行
化
ヲ
事
セ
リ
。
境
族
仏
ヲ
信
ジ
。

法
ヲ
奉
ル
者
許
許
。
其
間
匹
夫
匹
妻
ノ
行
業
ヲ
観
或
ハ
物
ノ
善
悪
ヲ
観
ズ
ル
ニ
。
一
旦
信
ヲ
秉
ニ
似

タ
ル
モ
・
動
ス
レ
バ
知
ザ
ル
時
ニ
降
レ
リ
。
風
土
異
ニ
物
産
品
殊
ナ
レ
ド
モ
。
業
ノ
多
少
ハ
躬
ラ
作

セ
ル
ハ
。
独
受
。
故
ニ
論
ニ
業
ニ
力
ア
レ
ド
モ
作
ト
作
ザ
ル
ト
ニ
随
ト
云
リ
。
痛
シ
イ
哉
。
此
ノ

如
キ
類
。
或
ハ
佗
ヲ
識
。
或
ハ
自
ヲ
欺
キ
。
行
報
ノ
皎
然
ナ
ル
ニ
盲
。
善
悪
身
ヲ
逐
コ
ト
ヲ
忘
タ

リ
。
唯
後
生
遥
ナ
リ
ト
覚
テ
。
未
生
前
ニ
仏
ア
リ
浄
土
ア
リ
。
或
ハ
悪
趣
ア
リ
苦
ア
リ
ト
云
ヲ
方
便

ナ
ド
ヽ
貶
ア
リ
。
物
ノ
心
モ
強
面
・
化
シ
難
ク
。
道
ニ
進
易
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
観
レ
バ
。
悲
願
モ
厚
ナ

リ
。
仏
ノ
難
化
ヲ
極
玉
フ
モ
一
殊
勝
ニ
侍
キ
。
又
竊
ニ
一
人
ノ
為
ニ
モ
法
ヲ
説
ザ
レ
バ
聖
ノ
道
ニ
反

コ
ト
ヲ
識
レ
リ
）
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。」
と
記
さ
れ
る
。
ま
さ
に
庶
民
に
向
け
た
仮
名
法
語
執
筆
者
の
と
る
べ
き
態
度
で

あ
っ
て
、
普
寧
が
い
か
に
浄
厳
の
教
え
を
理
解
し
、
そ
の
継
承
に
努
め
た
か
が
分
か
ろ
う
。
江
戸
、

大
坂
で
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
密
教
家
に
よ
る
庶
民
教
化
が
普
寧
に
よ
り
遠
く
肥
前
に
ま
で
根
付
い
て

い
た
（
『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
に
は
享
保
四
年
に
普
寧
が
信
者
に
結
縁
灌
頂
な
ど
授
法
し
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
は
堕
落
し
た
高
野
山
を
離
れ
、
在
野
に
下
っ
て
活
動
を
は
じ
め
た
浄
厳
以

下
、
新
安
流
の
面
々
の
努
力
の
結
晶
と
言
え
よ
う
か
。
ま
た
、
普
寧
の
著
作
に
は
浄
厳
の
講
義
を
編

集
し
た
も
の
も
何
点
か
あ
り
、
普
寧
の
著
作
と
し
て
の
価
値
は
浄
厳
の
思
想
を
知
る
上
で
あ
る
程
度

の
示
唆
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
普
寧
が
著
し
た
『
大
乗
起
信
論

懸
譚
鼇
編
』
が
、
浄
厳
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い
（
浄
厳
は
大
乗
起
信
論
の
講
義
を
行
っ

て
い
な
い
）
こ
と
は
、
普
寧
の
著
作
を
考
え
る
上
で
注
目
に
値
す
る
。
本
書
は
宝
永
三
年
に
執
筆
さ

れ
、
同
七
年
に
林
庄
五
郎
の
も
と
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
正
徳
五
年
に
凡
例
だ
け
だ
っ
た

宝
永
七
年
本
を
大
幅
に
増
補
し
て
五
巻
六
冊
本
と
し
て
、
柊
屋
伝
兵
衛
他
六
人
の
板
元
か
ら
刊
行
し

な
お
さ
れ
た
。
こ
れ
は
浄
厳
の
講
義
録
を
ま
と
め
た
著
作
と
し
て
で
は
な
く
、
普
寧
一
個
人
と
し
て

の
『
大
乗
起
信
論
懸
譚
鼇
編
』
が
あ
る
程
度
京
坂
に
お
い
て
需
要
が
あ
っ
た
と
見
な
せ
る
の
で
は
な

３－４



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
六
巻　

二
〇
一
三
年

い
か
。
辺
鄙
な
土
地
の
一
住
侶
で
あ
っ
た
普
寧
が
こ
の
よ
う
に
当
時
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た

興
味
深
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
普
寧
の
活
動
は
肥
前
稲
佐
山
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え

が
た
い
。
ま
ず
元
禄
十
二
年
刊
の
『
群
疑
評
釈
集
』
後
序
に
は
、「
彼
ノ
呵
呵
ス
ル
ノ
者
ハ
孰
レ
人

ソ
ヤ
。
便
チ
肥
前
山
下
ノ
比
丘
群
疑
評
釈
ノ
主
普
寧
大
士
ナ
リ
。
元
禄
己
卯
五
月
中
浣
蓂
肥
前
無
上

正
宗
伝
法
沙
門
浪
華
天
龍
宝
書
于
三
学
室
）
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」
と
書
か
れ
て
い
る
。
玄
光
の
『
弁
弁
惑
指
南
』
を
非
難

す
る
一
文
で
あ
る
が
、
こ
の
集
ま
り
が
な
さ
れ
た
の
は
文
末
の
「
浪
華
天
龍
宝
書
于
三
学
室
」
か
ら
、

難
波̶

̶

大
坂̶

̶

と
推
察
で
き
よ
う
。
ど
の
よ
う
な
用
件
が
あ
っ
て
浪
華
に
上
っ
た
の
か
、
不
明

で
あ
る
が
、
普
寧
の
上
坂
が
一
度
二
度
で
は
な
か
ろ
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
刊
行
物
に
も
明
ら
か
で

あ
る
。

　

正
徳
三
年
刊
記
の
『
悉
曇
字
母
表
捷
径
』
に
は
ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
惟

フ
ニ
午
六
月
廿
七
日
ハ
則
、
武
都
密
林
開
祖　

欠
字

厳
大
和
尚
十
三
回
忌
ナ
リ
。
不
肖
夙
ニ
座
下
ニ
在
テ
、

泰
ク
許
許
ノ
薫
恵
ヲ
蒙
レ
リ
。
是
ヲ
以
テ
、
這
般
命
ヲ
軽
シ
、
舟
ヲ
泛
ベ
河
南
延
命
伽
藍
ニ
詣
シ
テ

寿
像
ヲ
拝
シ
上
リ
、
罔
極
フ
。
報
謝
シ
上
ラ
ン
ト
欲
ス
ノ
ミ
。
一
旦
第
二
ノ
和
上
ヲ
稽
首
シ
、
退
テ

摂
州
天
満
ニ
寓
旅
ス
。
因
ニ
字
母
表
ヲ
校
讎
シ
テ
、
自
躬
ヲ
書
シ
テ
ノ
梓
ニ
寿
ス
。
而
モ
報
命
ノ
耿

介
ニ
擬
ス
ト
云
フ
）
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。」

　

浄
厳
の
十
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
生
家
で
あ
っ
た
上
田
家
を
改
築
・
創
建
し
た
河
内
国
延
命

寺
を
訪
れ
た
普
寧
は
、
そ
の
ま
ま
摂
津
天
満
へ
行
く
。
な
ぜ
天
満
へ
行
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
摂
津
へ
の
〈
寓
旅
〉
は
存
外
長
引
い
た
ら
し
い
。
翌
四
年
の
『
皎
然
受
報
集
』
に
、「
頃
載
因

縁
ア
リ
テ
。
海
ヲ
過
テ
遐
ク
。
浪
華
ノ
津
ニ
寓
旅
セ
リ
）
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。」
と
あ
り
、
更
に
翌
五
年
『
吽
字
義
顕
玄

記
』
に
至
っ
て
は
「
摂
州
東
生
郡
清
涼
不
動
軒

芻
普
寧
）
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」
と
自
署
が
あ
る
。
刊
記
や
巻
頭
に
記
さ

れ
る
の
は
「
肥
之
前
州
杵
島
郡
稲
佐
山
宝
寿
院

芻
普
寧
云
々
」
で
あ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
普
寧

だ
が
、
序
や
跋
文
に
は
「
摂
州
東
生
郡
清
涼
不
動
軒
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
更
に
前
述
し
た

『
大
乗
起
信
論
懸
譚
鼇
編
』
の
正
徳
六
年
板
に
は
序
が
あ
っ
て
、「
貧
道
嘗
テ
蔵
公
ノ
疏
ニ
就
テ
玄
旨

ヲ
敷
揚
ス
ル
コ
ト
既
ニ
両
般
。
義
趣
ノ
尊
ブ
ベ
キ
コ
ト
ヲ
識
レ
リ
。
故
ニ
彼
ノ
疏
ノ
序
ニ
鼇
シ
テ
。

久
シ
ク
世
ニ
行
ハ
ル
。
惟
フ
ニ
始
メ
有
リ
テ
終
リ
無
キ
ニ
似
タ
リ
。
今
載
春
夏
ノ
間
。
授
法
人
等
ノ

請
ニ
信
セ
テ
。
楞
厳
ノ
義
疏
ヲ
攝
州
東
生
郡
ニ
講
演
ス
。
因
ニ
此
論
疏
ヲ
校
讎
シ
。
鼇
編
ノ
首
尾
漸

ク
ニ
シ
テ
満
足
シ
ヌ
。
即
チ
書
肆
ニ
授
ケ
テ
梓
行
ス
ル
ニ

ベ
リ
）
32
（

。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

普
寧
は
肥
前
の
宝
寿
院
で
は
な
く
、
摂
津
東
生
郡
で
信
者
相
手
に
『
大
乗
起
信
論
』
の
講
義
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
序
末
に
「
正
徳
五
乙
未
末
ノ
載
八
月
廿
一
日　

摂
州
東
生

郡
清
涼
軒
ニ
書
ス　

芻　

普
寧
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、『
辨
顕
密
二
教
論
闡
玄
記
』
に
つ
い
て

は
未
見
で
あ
る
が
、『
吽
字
義
顕
玄
記
』
の
上
巻
末
に
、『
辨
顕
密
二
教
論
闡
玄
記
』
に
関
す
る
告
知

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

●
二
教
論
闡
玄
記
開
板
筆
耕
助
縁
優
婆
塞
優
婆
夷
等
ノ
名
下
層
ニ
記
ス
。
此
皆
密
教
広
布
ヲ
尊

宗
ス
ル
人
故
ニ
之
ヲ
勧
進
シ
テ
各
〻

小
貨
ヲ
出
サ
シ
メ
、
願
ハ
斯
ノ
功
ヲ
以
テ
吽
字
法
門
広
ク

流
布
ス
ル
コ
ト
有
ラ
バ
、
則
、
太
ダ
幸
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
。
普
寧
四
十
七
歳
。

●
摂
州
大
坂
安
治
川

南
側
住

賢
識
勧化

文
識
淡
路
ヤ

庄
次
郎
同
円
寿

芳
同

九
兵
大
ツ
ヤ

仲
太
輔　

サ
ノ
ヤ

妙
空　

大
津
屋

利
左　

同

仁
右
山

口
屋

六
兵
川
寄
屋

吉
右　

桑
名
ヤ

久
左
同

善
右　

小
松
ヤ

相
右　

権
左　

天
羽

宗
寿
便
良
天
王

寺
ヤ
良

半
兵　

阿
波
ヤ

徳
兵
冨
田
ヤ

万

右　

已上

○
左
予
ヤ

利
左　

小
松
ヤ

仁
兵
小
豆
島
ヤ

喜
八
淡
路
ヤ

妙
雲
女　

妙
善　

彦
之
允　

太
郎
兵
塩
屋

智
秀
柏
屋

太

右
妻
富
田
屋

仁
右　

直
島
屋

茂
兵　

小
豆
島
屋

妙
讃　

小
松
屋

清
兵　

阿
波
屋

喜
兵　

讃
岐
屋

四
郎
兵　

阿
波
屋

弥
兵　

淡
路
屋

権
次
郎
已上

太
兵　

忠
兵　

吉
兵　

権
三
郎　

喜
兵
母　

利
兵
庄
兵
母　

清
山
尼　

塩
屋

利
左　

忠

左　

寿
貞　

谷
川

又
右　

京
屋

浄
善　

川
寄
屋

重
兵　

吉
三
郎　

覚
兵　

大
津
屋

利
三
郎　

淡
路
屋

万
右　

讃
岐
屋

勘
兵
母　

太
兵
母　

妙
法　

宗
意　

妙
寂　

淡
路
屋

智
貞　

□
屋

佐
兵　

小
堀
屋

民
五
郎　

政
五
郎　

津
国

屋

総
三
郎　

小
松
屋

治
右
○
大
津
屋

仲
右　

油
良
屋

二
郎
助　

阿
波
屋

九
兵　

淡
路
屋

次
郎
兵　

左
平
次　

荒
屋

五
郎

兵　

佐
野
屋

利
左　

大
津
屋

仁
右　

同

仲
太
夫　

已
上
九
人

施
銀
廿
銭

○
淡
路
屋

徳
兵　

塩
屋

松
之
助　

萬
作　

小
堀
屋

弥
三
郎　

妙
言　

境
屋

喜
平
次　

富
田
屋

分
太
夫　

淡
路
屋

作
之
助　

大
津
屋

小
右　

桑
名
屋

吉
之
助　

小
松
屋

五
郎
右　

十
右

已
上
十
二
人
淡
路

国
施
銀
五
十
銭
余　

谷
川

松
太
夫　

松
右　

塩
屋

喜
太
夫　

已
上
三
人

和
泉
国
　

境
屋

慧
皎　

為

覚
円
道
明
宗
観
妙
讃
ノ一　

大
津
屋

仁
右
母

施
金
百
匹　

大
坂
安
治
川

北
側
住　

升
屋

基
弘　

同

新
左　

阿
波
屋

伝
右　

吉
兵　

与
兵　

淡
路
屋

助
次
郎
母　

作
右
母　

清

左
母　

与
兵
母　

長
助
母　

蔵
太
夫
母　

孫
右　

西
家
屋

七
兵
妻　

表
具
屋

長
右　

富
田
屋

与
右　

民
助

母　

宮
島
屋

善
太
夫　

綱
屋

又
兵　

已
上
十
九
人
合
施

銀
六
十
六
匁
目
　

亀
屋

庄
左

　

右
に
拠
る
と
、
施
主
は
大
坂
安
治
川
・
淡
路
国
・
和
泉
国
の
住
人
と
分
か
る
。
普
寧
に
寄
進
す
る

者
た
ち
が
大
坂
周
辺
在
住
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
彼
の
講
義
・
執
筆
活
動
が
大
坂
近
辺
の
町
人
に

向
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

　

前
述
の
通
り
、『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
執
筆
後
の
享
保
五
年
に
稲
佐
泰
平
寺
が
焼
失
し
、
享

保
九
年
ま
で
に
普
寧
の
寄
進
に
よ
り
そ
の
殆
ど
が
再
建
さ
れ
た
。
普
寧
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
稲
佐

神
社
本
殿
・
仁
王
門
・
鐘
楼
堂
・
遍
照
殿
は
現
存
し
て
お
り
、
神
門
・
鐘
楼
塔
に
は
寄
進
者
と
し
て

「
宝
寿
院
住
職　

恵
眼
比
丘
」
と
並
ん
で
「
難
波
の
住
人　

土
井
某
（
須
古
村
神
辺
出
身
）
」
と
あ

る
。
須
古
村
は
稲
佐
神
社
の
あ
る
現
在
の
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
に
あ
っ
た
村
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

杵
島
郡
出
身
者
で
あ
り
大
坂
在
住
者
で
あ
る
土
井
某
の
伝
手
が
あ
っ
て
普
寧
は
大
坂
で
の
滞
在
が
容

易
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
再
建
さ
れ
た
神
門
も
、
鐘
楼
堂
も
、
施
工
者
は
大
坂
浄
覚
町

社
頭
大
工
鳥
居
甚
兵
衛
で
あ
る
か
ら
、
普
寧
と
大
坂
と
の
密
接
な
関
係
が
享
保
五
年
に
焼
失
し
た
伽

藍
を
わ
ず
か
四
年
で
稲
佐
神
社
を
再
建
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
と
も
推
測
で
き
よ
う
。

３－５



木
村　

近
世
前
期
に
お
け
る
地
方
在
住
僧
侶
の
出
版
活
動

　

稲
佐
神
社
焼
失
の
混
乱
期
に
は
執
筆
活
動
を
控
え
て
い
た
と
思
し
き
普
寧
だ
が
、
再
興
の
翌
翌
年

の
享
保
十
一
年
に
は
『
悉
曇
字
母
表
捷
覧
』、『
悉
曇
釈
疑
集
』
を
著
し
て
い
る
。『
悉
曇
釈
疑
集
』
の

序
末
に
は
や
は
り
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。「
　

享
保
十
二
）
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龍
集
丁
未
歳
季
春
初
八
蓂
書
于
摂
州
東

生
郡
清
涼
南
軒　

老

芻
普
寧
）
34
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」。
再
び
東
生
郡
の
清
涼
軒
に
戻
っ
て
の
執
筆
活
動
で
あ
っ
た
。
確

認
し
う
る
普
寧
最
後
の
刊
本
で
あ
る
『
声
字
実
相
義
顕
体
記
』
は
信
者
の
布
施
で
開
板
さ
れ
た
が
、

下
巻
末
に
施
主
に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

享
保
十
七
壬
子
ニ
龍
集
歳
六
月
二
十
三
日
従
リ
七
月
十
七
日
至
テ
書
科
ヲ
頌
チ
此
ノ
註
ヲ
新
ニ

製
シ
了
ハ
ン
ヌ
。
此
レ
日
本
密
教
伝
来　

弘
法
大
師
九
百
年
忌
寅年

及
ヒ
武
府
密
林
開
基
浄
厳
和

上
三
十
三
回
忌
ノ
罔
極
ニ
奉
進
セ
ン
カ
為
メ
ノ
故
ヘ
ノ
ミ
。

伏
シ
テ
願
ク
ハ
著
功
ヲ
以
テ　

法
界
ノ
愚
童
ト
共
ニ　

心
地
ノ
叢
籠
ヲ
払
ニ

一
如
ノ
宮
ニ
疾
ク
詣
ラ
ン　

普
寧
自
ラ
貨
ヲ
出
シ
テ　

之
ヲ
印
彫
ス
ル
ニ
飢
災
ア
ツ
テ

剖

ノ
者
ノ
太
タ
少
シ　

漸
ク
ニ
シ
テ
願
成
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ　

助
刻
ノ
者
ノ
左
リ
ニ
記

ス
銀
三
両　

安
治
川
京
屋
四
郎
兵
衛
法
名
快
円
智
興
信
士

　
　
　
　
　
　
　

同
室
法
名
香
林
妙
祐
近
住
女

銀
二
両
本
庄
屋
普
香
尼

　
　
　

本
庄
屋
栄
照
尼

銀
一
両
安
治
川
備
前
屋

　
　
　

恵
俊
浄
香
信
尼

金
百
疋
桑
津
村
権
右
衛
門
法
名
良
山
道
隆
信
士

　
　
　
　
　
　

同
室
法
名
智
珪
妙
蓮
近
住
女

銀
一
両
安
治
川
於
勘
女
法
名
則
智
月
妙
栄
尼

銀
一
両　

戒
林
慧
浄
）
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本
書
は
序
が
な
い
も
の
の
、
安
治
川
・
桑
津
村
の
者
た
ち
が
列
記
さ
れ
て
、
依
然
と
し
て
普
寧
と

大
坂
と
の
深
い
関
係
が
う
か
が
え
る
。「
飢
災
ア
ツ
テ
」
と
す
る
の
は
、
稲
佐
神
社
焼
失
の
災
難
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
普
寧
の
宗
教―

―

特
に
執
筆―

―

活
動
の
殆
ど
は
大
坂
を
拠
点
に
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
避
遠
」
な
土
地
で
あ
る
肥
前
国
で
は
な
く
、
摂
津
東
生
郡
不
動
軒
を
拠
点

に
出
版
活
動
に
い
そ
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

さ
て
、
普
寧
の
よ
う
な
地
方
在
住
の
僧
侶
が
都
市
部
に
の
ぼ
っ
て
宗
教
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
特

別
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
徳
川
禁
令
考
』
に
左
記
の
よ
う
な
触
書
が

載
る
。

　
　

享
保
七
年
「
真
言
古
義
学
侶
方
」

一　

一
派
之
宗
、
他
山
遊
学
之
儀
、
古
来
制
法
有
之
候
得
共
、
近
年
高
野
并
諸
国
一
宗
僧
徒
本

寺
々
々
之
学
問
ヲ
疎
略
致
シ
、
遊
学
ト
号
シ
、
京
大
坂
等
之
町
宅
致
徘
徊
有
之
由
相
聞
候
、
爾

来
如
古
制
三
井
山
川
南
部
三
ヶ
所
之
外
ハ
、
可
為
無
用
候
、
若
本
山
之
学
業
法
式
等
相
勤
候
而
、

院
代
ヨ
リ
許
容
ヲ
蒙
リ
候
輩
ハ
、
可
為
制
外
事
）
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、

右
に
拠
れ
ば
、
享
保
頃
、
高
野
山
な
ら
び
に
諸
国
の
真
言
古
義
派
の
僧
侶
た
ち
が
本
寺
を
離
れ
て

京
坂
の
よ
う
な
都
市
に
行
き
、
そ
の
町
宅
で
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
実
態
を
確
認
で
き
る
。
禁
令

を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
古
義
派
の
僧
侶
た
ち
の
遊
学
が
目
に
余
る
も
の
だ
っ
た

と
い
う
事
実
を
物
語
る
。
普
寧
が
宝
寿
院
を
屡
々
留
守
に
し
て
大
坂
へ
の
ぼ
り
、
大
坂
の
町
人
相
手

に
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
当
時
と
し
て
は
特
に
珍
し
い
こ
と
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

冒
頭
で
宮
坂
宥
勝
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
高
野
山
に
お
け
る
教
学
は
斗
争
に
よ
っ
て
堕
落
し

た
。
そ
れ
を
嘆
い
て
在
野
に
下
っ
て
宗
教
活
動
を
し
た
浄
厳
、
契
沖
、
慈
雲
の
名
が
現
在
は
著
名
で

あ
る
が
、
享
保
当
時
、
彼
ら
の
よ
う
に
在
野
に
下
っ
た
活
動
と
い
う
の
は
ひ
と
き
わ
盛
ん
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

今
、
普
寧
の
伝
記
の
再
検
討
と
著
作
の
紹
介
、
そ
の
宗
教
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
が
、
彼

の
よ
う
な
地
方
在
住
僧
侶
が
積
極
的
に
上
坂
し
て
板
元
相
手
に
出
版
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
は
特

筆
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
出
身
の
僧
侶
も
ま
た
、〈
堕
落
〉
で
片
付
け
ら
れ

て
し
ま
っ
た
近
世
仏
教
の
民
衆
教
化
を
支
え
た
力
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

本
稿
で
は
ひ
と
り
普
寧
の
伝
記
を
見
て
い
っ
た
が
、
普
寧
の
著
し
た
仮
名
法
語
は
蓮
体
の
著
し
た

勧
化
本
の
類
と
比
べ
る
と
典
籍
か
ら
の
説
話
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
て
浅
井
了
意
の
鼓

吹
物
に
近
似
し
て
い
る
と
思
し
い
。
ま
た
『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
は
書
名
の
通
り
阿
字
観
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
〈
和
解
〉
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
経
典
の
引
用
方
法
な
ど
も
含
め
、
浄
厳
の

『
弁
惑
指
南
』
に
近
い
。
真
言
密
教
に
お
い
て
、
仮
名
法
語
は
特
に
浄
厳
が
『
弁
惑
指
南
』
を
著
し

た
こ
と
か
ら
一
定
の
支
持
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
）
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。
浄
厳
に
よ
る
仮
名
法
語
は
真
言
宗
内
部
か
ら
も

批
判
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
普
寧
は
よ
く
理
解
し
継
承
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

３－６



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
六
巻　

二
〇
一
三
年

　

向
後
は
他
宗
派
も
含
め
、
近
世
前
期
の
仮
名
法
語
の
あ
り
方
を
中
心
に
、
民
衆
教
化
の
仏
教
と
出

版
活
動
に
つ
い
て
更
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。

注

（
１
）　

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
七
巻
か
ら
十
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
六
〇
〜
六
一
年
）

（
２
）　

宮
坂
宥
勝
・
佐
藤
任
著
『
高
野
山
史
』（
心
交
社　

一
九
八
四
年
）

（
３
）　

上
田
霊
城
「
浄
厳
の
密
教
思
想
」（
密
教
研
究
会
『
密
教
文
化
』
一
〇
九
号　

一
九
七
四
年
）

（
４
）　

龍
谷
大
学
所
蔵
『
菩
提
心
論
賛
玄
記
』（
正
徳
四
年
刊
）
に
拠
る
。

（
５
）　

大
谷
大
学
所
蔵
『
吽
字
義
顕
玄
記
』（
正
徳
五
年
刊
）
に
拠
る
。

（
６
）　

佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』（
享
保
四
年
筆
）
に
拠
る
。

（
７
）　

普
寧
著
『
皎
然
受
報
集
』
序
に
、「
我
久
シ
ク
生
郷
ニ
在
テ
。
数
載
行
化
ヲ
事
セ
リ
。」（
大
谷
大
学
所
蔵　

正

徳
四
年
刊
『
皎
然
受
報
集
』
）
と
あ
る
。

（
８
）　

こ
れ
は
石
村
喜
英
氏
が
稲
佐
山
を
長
崎
と
し
た
誤
り
に
依
拠
し
た
も
の
か
。

（
９
）　

大
木
惣
右
衛
門
『
肥
前
州
古
跡
縁
起
』（
寛
文
乙
巳
霜
月
廿
五
日
の
自
序
）
に
、「
太
平
寺　

稲
佐
山
太
平
寺
三

所
大
明
神
は
百
済
国
聖
明
太
子
の
尊
霊
欽
明
天
皇
の
勅
願
也
、
弘
法
大
師
入
唐
の
時
此
山
に
来
り
給
ひ
し
に
一

人
の
天
皇
忽
然
と
出
現
し
て
大
師
に
向
て
曰
、
我
は
是
此
山
の
主
也
、
久
し
く
仏
法
を
守
る
が
故
に
結
縁
の
衆

生
を
ま
つ
大
師
此
山
を
再
興
し
給
へ
我
神
変
を
現
し
て
利
益
せ
ん
と
曰
、
大
師
神
託
を
請
給
ひ
証
に
自
ら
尊
影

を
作
り
稲
佐
山
の
下
築
切
と
云
所
に
寺
を
建
て
彼
御
影
を
安
置
し
、
空
海
の
一
字
を
残
し
て
海
蔵
庵
と
号
し
三

昧
を
行
ひ
給
へ
り
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
。（
肥
前
史
談
会 

編
輯
『
肥
前
叢
書
』
第
一
輯
（
一
九
三
七
年
） 

所
収
）

（
10
）　

享
保
九
年
に
普
寧
が
再
建
し
た
鐘
楼
塔
の
鐘
は
こ
の
と
き
政
府
に
上
納
さ
れ
た
と
い
う
。

（
11
）　

大
正
大
学
所
蔵　

正
徳
四
年
刊
『
般
若
心
経
秘
鍵
体
玄
記
』（
引
用
に
よ
り
適
宜
書
き
下
し
た
。）

（
12
）　

蓮
体
編
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』（
上
田
霊
城
編
『
浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
』（
名
著
出
版　

一
九
七
九
年
）
所
収
）

（
13
）　

『
国
史
大
辞
典
』「
霊
雲
寺
」
の
項
に
拠
る
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
「
同
じ
く
五
年

壬
申
（
一
六
九
二
）
六
月
、
大
元
帥
の
大
法
を
修
し
国
家
昇
平
を
祈
る
。
こ
れ
よ
り
以
後
毎
歳
三
神
通
月
七
日

修
法
す
る
こ
と
を
永
規
と
す
。」
と
あ
る
。

（
14
）　

（
６
）
に
拠
る
。

（
15
）　

蓮
体
編
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』（
（
12
）
に
拠
る
）
に
、「
（
元
禄
六
年
）
九
月
廿
一
日
ヨ
リ
十
月
八
日
ニ
至
ル

マ
テ
結
縁
灌
頂
ヲ
行
ス
。
入
壇
ノ
者
三
万
九
千
六
百
二
十
三
人
ナ
リ
。
此
偏
ニ
大
将
軍
御
武
運
長
久
天
下
泰
平

ノ
御
祈
祷
ノ
為
ナ
リ
。
故
ニ
最
初
ニ
一
生
不
犯
ノ
人
ヲ
択
テ　

天
照
大
神
、
八
幡
、
春
日
、
天
子
、
大
樹
、
桂

昌
院
殿
、
鶴
公
主
等
ノ
御
為
ニ
、
代
テ
入
壇
投
花
セ
シ
ム
。
其
投
花
ヲ
幕
下
ニ
献
ジ
玉
ヒ
ケ
レ
バ
歓
喜
シ
玉
ヒ
テ
、

即
チ
霊
雲
寺
ニ
預
ケ
置
玉
フ
。
桂
昌
院
殿
ヨ
リ
桑
染
ノ
絹
若
干
ヲ
賜
フ
。
許
可
ヲ
授
ル
者
百
六
十
七
人
。
受
明
灌

頂
ノ
者
四
十
二
人
。
伝
法
灌
頂
ノ
者
十
四
人
。」
と
あ
る
の
が
相
応
し
よ
う
か
。
ま
た
同
書
元
禄
八
年
の
項
に
「
九

月
廿
一
日
ヨ
リ
晦
日
ニ
至
ル
マ
テ
結
縁
灌
頂
ヲ
行
ス
。
浅
草
入
交
長
左
衛
門
浄
財
ヲ
施
シ
テ
供
具
ヲ
弁
シ
ナ
ラ

ニ
衆
僧
ヲ
供
養
シ
、
二
界
ノ
大
日
如
来
ノ
形
像
ヲ
造
リ
テ
灌
頂
殿
ニ
安
置
ス
。
入
壇
者
三
万
四
千
四
百
四
十
二

人
。
受
明
灌
頂
ヲ
受
ル
者
六
十
五
人
。
授
許
可
者
（
二
十
一
人
）イ

二
人
。
授
伝
法
灌
頂
者
二
人
。」

（
16
）　

藤
谷
厚
生
氏
に
拠
れ
ば
「
当
時
の
律
僧
坊
の
受
戒
規
律
で
は
、
五
夏
已
満
（
五
年
間
は
先
輩
の
比
丘
に
依
止

す
る
）
が
通
例
で
あ
っ
た
の
で
、
通
玄
律
師
も
五
年
間
は
野
中
寺
僧
坊
に
在
住
し
学
問
研
鑽
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
、「
江
戸
時
代
の
比
丘
は
、
五
夏
を
終
え
る
と
先
輩
僧
が
い
る
別
院
に
転
住
し
た
り
、
ま

た
自
ら
草
庵
や
寺
院
を
た
て
て
持
律
生
活
を
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
（
藤
谷
厚
生
「
通
玄
律
師
と
『
菩
薩
戒
行

事
鈔
』
」（
『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
第
四
十
二
号　

平
成
十
八
年
）
）
」
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
同
時

代
の
普
寧
も
殆
ど
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
五
夏
は
元
禄
十
七
年
、
稲
佐
十
六
坊
の
傍
ら
に

宝
寿
院
が
あ
る
の
も
、
普
寧
が
創
庵
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

（
17
）　

本
書
に
は
「
肥
前
山
下
の
比
丘
普
寧
大
士
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
山
下
と
は
稲
佐
山
麓
に
建
立
さ
れ
た
宝
寿

院
を
指
し
て
言
う
か
、
そ
れ
と
も
別
の
住
所
を
言
う
か
は
不
明
。

（
18
）　

『
皎
然
受
報
集
』
に
つ
い
て
は
『
国
書
総
目
録
』
に
浄
厳
作
と
あ
る
が
誤
り
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
好
龍
肝
『
真

言
密
教　

霊
雲
寺
派
関
係
文
献
解
題
』
に
「
412*
皎
然
受
報
集
（
刊
二
冊
）
周
観
普
寧
（
肥
前
宝
寿
院
）、
正
徳
４

刊
。
和
文
。
大
谷
大
、
竜
谷
大
、
高
野
大
、
延
命
寺
蔵
。
行
武
師
も
、
そ
の
孫
引
書
も
み
な
浄
厳
著
と
す
る
が
、

誤
り
で
あ
る
。
正
徳
四
年
三
月
浪
華
書
林
の
開
板
で
あ
り
、
章
を
四
に
分
け
て
、
仏
語
、
論
記
の
要
を
あ
つ
め
、

或
は
怪
異
の
見
聞
の
疑
の
な
い
も
の
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

井
上
隆
明
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店　

一
九
八
一
年
）
に
拠
る
。

（
20
）　

『
阿
字
観
大
事
儼
避
囉
集
』
上
巻
末
に
「
享
保
四
龍
集
己
亥
載
五
月
二
十
四
日
編
集
了
」、
下
巻
末
に
「
享
保

四
龍
集
己
亥
載
六
月
十
四
日
草
記
之
了
」
と
あ
る
。

（
21
）　

石
村
喜
英
「
歴
史
編　

第
三
章　

日
本
に
お
け
る
受
容
と
研
究
」（
中
村
瑞
隆
ほ
か
編
著
『
梵
語
事
典
』（
雄

山
閣　

一
九
九
三
年
）
所
収
）

（
22
）　

『
斯
道
文
庫
書
誌
叢
書
刊
之
一　

江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
（
三
）
』
井
上
書
房
＊
書
名
に
つ
い
て

は
原
文
マ
マ
で
あ
る
。

（
23
）　

国
立
国
語
研
究
所
所
蔵　

享
保
十
二
年
刊
『
悉
曇
釈
疑
集
』
に
拠
る
。（
引
用
に
あ
た
り
書
き
下
し
た
。）

（
24
）　

『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
で
は
義
観
を
弘
現
と
す
る
。

（
25
）　

鷲
尾
順
敬
編
纂
『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』（
東
京
美
術　

一
九
七
三
年
）

（
26
）　

上
田
霊
城
「
近
世
真
言
宗
の
庶
民
教
化―

―

来
世
信
仰―

―

」（
密
教
研
究
会
『
密
教
文
化
』
九
十
九
号　

一
九
七
二
年
六
月
）

（
27
）　

大
谷
大
学
所
蔵　

正
徳
四
年
刊
『
皎
然
受
報
集
』
に
拠
る
。
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木
村　

近
世
前
期
に
お
け
る
地
方
在
住
僧
侶
の
出
版
活
動

（
28
）　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵　

元
禄
十
二
年
刊
『
群
疑
評
釈
集
』（
引
用
に
あ
た
り
適
宜
書
き
下
し
た
。）

（
29
）　

東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵　

正
徳
三
年
刊
『
悉
曇
字
母
表
捷
径
』
に
拠
る
。（
引
用
に
当
た
り
適
宜
書
き
下

し
た
。）

（
30
）　

（
23
）
に
拠
る
。

（
31
）　

（
５
）
に
拠
る
。

（
32
）　

龍
谷
大
学
所
蔵　

正
徳
六
年
版
『
大
乗
起
信
論
懸
譚
鼇
編
』
に
拠
る
。（
引
用
に
当
た
り
適
宜
書
き
下
し
た
。）

（
33
）　

享
保
十
一
年
の
誤
り
。

（
34
）　

（
19
）
に
拠
る
。

（
35
）　

大
谷
大
学
所
蔵　

享
保
十
八
年
刊
『
声
字
義
顕
体
記
』
に
拠
る
。
引
用
に
当
た
り
適
宜
書
き
下
し
た
。

（
36
）　

石
井
良
助
編
『
徳
川
禁
令
考　

Ⅴ
』

（
37
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
宮
坂
宥
勝
氏
の
「
密
教
仮
名
法
語
の
資
料―

１―

」（
密
教
研
究
会
『
密
教
文
化
』

四
十
一
・
四
十
二
号　

一
九
五
八
年
十
一
月
）「
密
教
仮
名
法
語
の
資
料―

２―

」（
密
教
研
究
会
『
密
教
文
化
』

四
十
三
・
四
十
四
号　

一
九
五
九
年
八
月
）
に
詳
し
い
。
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The Country Priest s Publishing in The Early Edo Period

KIMURA Michiko

Abstract

It s said that Japanese Buddhism has been corrupted and declined in Edo period.  But publishers 

published many Buddhism books and the people could read them, as they liked.  It was very big 

change about Buddhism.  It might be corrupted, but never declined.  Now I deal with Edo Buddhism, 

especially Shingon Sect, in this paper.  It s said that Shingon Sect has been corrupted and declined by 

the internal trouble.  Although a few priests, like Jogon, Keichu, and Jiun, made a new thought and 

published them for the people, not noble.  In countries, of course, many priests activated for the people 

lived there.  But priests in countries didn t live and active only there.  For example, Funei, who had 

lived in Hizen Province as Shingon Sect s priest, didn t do publish activities in his hometown.  His 

main activities were done in cities, like Osaka.  His teacher, Jogon, writing one Buddhism book 

named “Benwaku Shinan” for the people in katakana, he wrote the book in it, too.  “This book is for 
the people in my country.”  It says, but it wrote in Osaka.  It wasn t special for Funei but also many 

priests in countries did so.  They came to cities from countries and activated there.

Keywords: The Early Edo Period s Buddhism, Publication culture, Buddhist sermons in Kana, Funei, 
The Kogi Shingon lineage
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